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1 国 内 会 議

( 1 ) 日 本 ユ ネ ス コ国内委 員会 自然 科 学

小委 員 会 海洋 分科 会

第 4 5 国 会議

日時 昭 和 47年 1月 22日 (■ )1000～ 1230

場所 虎 ノ門共済会館会議=

議事概要

1 経 過報告 (事 務局 )

は)国 内海洋学データ セ ンターのはJ題および

技術に関する情報変換のためのわが国の国内

調整員は、海上保安庁海洋資料セ ンター所長

に依頼すべ く手続中である。

12)海 洋学の数青および研修に関するHFl事項 に

っぃての IOCか らのわが卜の連絡先は、事

務ナう科学課 とする旨、 IOCに 通知 した。

(3)IOC事 務局か らOIOC太 平洋津波讐報

組織睡際調整 グループ第 3 Pl会議およか0海

洋データ取得 通 信に関するWMO技 術会議

の開催通知 を受禎 した。

2 黒 潮共同調査 (CSK)に ついて

菅原委員か ら、CSK国 際調整 グルーブ弟 8

「]会議の対処方針等についての 1月 14日 の関

係者による打合せ会の結果について、C SKI‖ 版

物は従来 どお り台湾にも送付すべきこと、台湾

が代表権 を失 った時点までの台湾の調ll・データ

で黒潮 データ セ ンターに送 られたものはCS

K出 版物に掲載すること、第 3「」シンポジウム

は東南アジア地域海洋学専ドJ家会議 と関係づけ

て開1携!すること、IJ際共同調査の通例等か らも

明年あるいは明後年の国際調整 グルーブ会議を

も ,てCSKを いったん打 ち切る方向で考える

こと、ならびに弟 8い1に際調整グルーブ会議に

は焦潮データ セ ンターおよび水産庁か らも参

llRすべきこと等が了解された旨の報告があった。

3 0DASの 法的地位に関する条約案作成のた

めの政府専門家準備会厳について

この会議には海 Iェ保女庁 庄 Hl大太郎氏が出

情することにな-1た。外拐告から、 1月 2 5

日に対処方サについて″)打合せ会を開催する

旨り‖士があったし

4  10C  Correspondence ヽ la nual

について

10C小 |よ hlのあった本件 (10C資 ||

およびさ前の返付|とリス トⅢについては、事

務局がltl係機関 と協ぷ して改ま!版を作成 し、

これを IOCに 荘イJ十 ることにな_■ 。

第 44国 会議

HHi HIイ村147+4月 20日 1木 1 lo(x) 1ヽ230

場所 lFcノ門共済会魚!

議 ■慨要

1 0DASの 法的地位に関する条約案作成の

ための政府専「,家や:怖会議について

この会議に出|卜したれ に保安庁水路博; 庄

可参卓
″
|キから、参加山t数は37か 回であ ,た

こと、 1973年 開催予定の海洋法会議 との

関連て古見の相とがあ ―,たこと、技術的附属

文書に古せ載されている4f項は IMCOと IO

C問 の中 し合わせ として た行すべきこと力t lr

t!iされたこと、命とに4ら ないた文があった

り令 く議論 されなかった問̀分もあるので、こ

のlll fjど、まの2に」日の会巌の開催 が勧↑|され

たこと、などの取告があった。

2 10C執 行理事会狩 1い 会議について

本年 7月 3[J～ 8日 に′ヽ ンブル グで,村催 予

定のこの会rltには、わが山か ら2名 以上の参

加が必要であるので関係省庁において旅費の

支 1に努力すること、また事務局が 10C高 け

会長である菅原姿員の旅費は IOC負 狙であ

るかどうか IOCに 照会することを決定 した。

3 1COSSの ための IOC/WMO合 「8企

向 グルーブ第 l Ⅲl会議について

本午 |サ] 2 6 H～ 3 0日 にエネスコ本li  l十

合で用に 予定のこの会議への参〕について、

気象llにはrl在のところlT空はht保されてい

ないルヽ 関係■庁で前1句きに枚:tすることに



な.た ,

4  海 洋科学に1判する学校外fi助の嗣札につい

―
て

1 0 C事 務F「lから情報 を水められ ているわ

が|十の初年中等ヤ機の年齢 ギに対するl l l l lキ| |

の学校外活J f l lの調命については、キ務句が女

部竹寺 と協議 してい1各す ることになった。

5  1 0 C出 版物 ☆ 【|の保管センターについ

―
〔

10CI千 材|)が、 1‖料l各|もに「投1性を使f寸じ

ているこtrセンターは梅 LI【女庁水路
rfj海洋

夜キ十七 ンターがi首当と考 えられるので、 1'1//

1alから公f十で依灯iすることになった。

6 STDデ ー′の生換のための基準について

10C□ 除梅‖十学校|1在nt作業 グルーラが

I C E S と l F 力[ て山1 文し、わ口‖をJ が使チ料を

要請されているこの雄+ の I ほり扱いについて

は、海i千資||十1プターに 一|とすることになっ

た。

7 そ の他

ICOSSt世 話役 1気 象 |十および海洋

資料交換 (IL市伐 tr/1半資料tン ター Ⅲにつ

ぃて、 関 係佑Fl:寺による!月内Fと格会を設 tす

ることが承1;“された.

〔i:〕 共跡 l lJ調昨 グルーブ神 Ⅲ会議に

っいての報告は、 この分|十会会議に先

だ_て ぃ出十‖された、】i10「 J点 1`共FJ

ll ltt‖1進地枠会議において行なわれた()

第 4 5 回 会議

卜1は寺 ‖‖和117イ年6月 12111111 1333‐ 160()

場所  'ギ[IV/li ttlli 】'1け十1ち■

議事 lul要

1 社 】も報■ 十11"ⅢⅢ Ⅲ

Ⅲ材h])か')、 た要次のとお '‖ |!がrr,た

Ⅲ)c S KI判 係

1際嗣昨 ダ" ―ラ第8 ⅢⅢ会議のll l件にに

v 、ヽ わ 十liケイと′)itオ大に1均する
!ljFl】

tをCS

K を l l  l H l にすと付 した,

和辻|おたCSK国 際調雑員は、SEAFDEC

第 5「十四十Ⅲ会へのCSK代 表 として、 タイ

のi内 調整員補作 を精名 した。

tB践調整虫は、国際調穫 グルーブ第9 ⅢI

会議の湘ltr l可能性についてンンガホールと

′十に‖会中である。

セ IOC t帳 物 資 料の保管セ ンターがⅢl

甘,卜中こサにされる場合には、わが個 とし

ては市 L保貨Ⅲ水路部海洋資料センターに、

この保骨十二ツターを設置する析を10Cに

lli角1した,

十ⅢⅢ lGOSS判 係のわが田代表については、

貨々庁れ汗気空師長にと'1相1地氏が任命さ

れたことに伴い、十司氏がわか Jの代たとな

る11をIOCに 適角1した。

2 jlli平球jtiケ染の合世界的前llについて

■原委!1が中心 となってまとめた中1本案に

っぃてネ森 した枯果、放射能汚l tt関係につい

ては,十年技術庁原 子力た)と協議すべきこと、

熱汚染についても占及すべきことやのよ見が

あったので、これらをちドiしてl‐Fの 上、 I

OCに ,1搭することになった。

3 10C執 行即11公第 1回 会議について

この会議への参加については、古原宏員の

fl空を 10Cが 1`'1できないL4合には[J内委

員会が生llHすること、第 2口 会議が本年度中

1 昭和 4 8 年 3 ) J まで に`期世される可能性

をちヽすること、が確認 される。

対Rに ういては、傾議事 日柱以外の会議会

ゃ|が木ギiであるため具体的な機討は困難であ

るが、議起 5の 第7叫 行会話決議にi上日する

必要が沼められ、 判係機関等志比があれば事

務i)にⅢl mすることになった。

1 ユ ネス■の 1973-74年 度事業Fl ri予

算資お よひ 1973-78年 中lHi概要討軸々

十二つ い て

l f " iうから、この事業:1向予牛資および中

期慨要||「町案の要点お よび今後の解 rt同Fせ等

につヽ` て説明があ )たあと、 1 0 Cの 公式キ

業に Ⅲるよう枚討中のベーリング海)(卜も調介

について竹内問ll委政から説明があり、 これ

- 2 -



らの資料内容については係機 判やにおいてli

地があればⅢ海局にと格することにな→た。

5 そ の他

気象庁 対 」tれ洋課長か|,、彬 l Ⅲl I(拘SS

t珂内〕l!綸会が 51!30Jに 開榊!された青、お

よび海i十rfllヤンター ニ 谷所Jをから狩 1卜J

海!卜資FI変換 H ttitt1/会が 6月 ヽ日に村催 さ

れた予の報十liがあ_た ,

(2)海 洋 資 料 交 換 国 内 連 絡 会

第 1回 会議

日時 1昭和 47年 6月 中 |1末 - 1400ヽ 1600

場所 水 路河j会薇1■ 卜 ,い,第 1大蔵 ビン●2■

議 打概 /11

談地に先だ .て ヤドれ,十☆|十七 ンター|イ長

よリヨ |ス i■月勺方:1と、海i十分科会に ち`とイ|

会を設けた たヽlJ it叫|があり、 本連絡会におい

ては■として政|;問llj洋学秀虫会 rroc l

に」際ll■洋姿|!変換作指宵!会の巳内対応体 とし

て梅,子資料資l14の技術的詰「itどについてfJ蔽

を進めたいとの「3↓叫|があ ―た十

1 10C巳 降ゎilす十1生llH作■打|す|・)11,引た

況について

i谷海洋資料セ ンター|'十!t力!らに高京れ||☆

料交換件★河;会IWG′ /10DE十 り 1的、

経過、本作業打;会に蛇4☆ 性されている5つ

のア ドネ ツクカ! ノ を3つ のタスク■-2、、

10Cの データ交換に!|十ろ 十1志 お よび

lV G//10DEの 勧告、 存 !¬の作|千姿ヤ|セ ン

ターのf七ドt状況守について説りすがあ ,た ,

2 1('C 瞬 海洋食料空141規|[の|'t地状rtに

つt て`

海|卜rftt ttンタ ドftJ■ド1亡:よt,'内ⅢI十

胡介「1向、7ル洋胡ll報↑予I ROSCllP(11

, F 十一タ ス テーツ f ンの 叫4 カ タロダ、l l ・

洋の地11お1び地F■物 ⅢIデータの也合髄HⅢ F )

' やヽの情報活4)とその★札状況について血

明があ )た,

t  S T l ) t i‖ 在f tのための枠件基準について

1( ) C■ |うにル らヽに付されたST D資 料在

たげ,ためのいで1小十についての説 明ののち、

l i r」■ j l由よりST Dデ ータの生換方法につ

てヽ `十ス′)逸稲会までに枚il、報↑iしてほ しい

|〒、,キ!ど1 - i  l■ ち々 十1  を l h l  i

t l  M a 1 l u  a  l  o  1 1  ! i  t r , S S  D a t a  A r c h i

v  i 1 l F  t l l l ( 1  1 ' X  C  h  a r lピc  に′) | てヽ

1 0 0 S S六 ィ■ !トフロジ ータトH本 代

表のな l i氏より、当件! 1円する校l fを海祥資

r十七ンタ Ⅲこ'jヤヽて】【1及うようにl 打FさすⅢた

千「F[lFlがあ り、内容に ,いて,1名機明で挙iF討

し、 f火 Ⅲiはヽキ会に15やヽ てf寸「証さすじることに,ょ

〕た.

15  Ad―hr)c  (;r olll) o11 ｀la r iric  l'け1-

l u t i o n  l ) a i a  に ′) t てヽ

枕 6「う1 0 ( 'れi i  t l l交換作業問'会r , iた

に「| ! 1性されたA d  !】( ) c  C r o u P ( ) 1 l  M a r i

n c  P o l l u t l o n  iぬt aの チR長 である米

出tす1 1特テータ十 ―とス嗣jのモース氏から、 ,

木,けの メンネーを,|めるように依llカミあ―.た

章、子ば十食料セ ン,一 よち tH月があ り、 日本

仲|のズン六一としてょよキ打;llltt lllわ汗汚楽調

ヽイI長の波京J氏 が■11する こと力ST京 さILたⅢ

6 と lhど、の性li'オ十について

|「〕■ⅢrⅢより13料定lAについ て最近いろ

いるのは1出もあり、 年 lt |ヽ,1新ど|において充

分に校iもしては しい、 と ,1'tらllた,

イ 当 逆格会の1'LⅢ↓は,(|IH!7,|1資料セン

ターとする.

r 】に格会は年 3 ～ Ⅲ ⅢⅢI 門| | することとし次

側は9 1 1 に十生| さヤ 【t るヽ.

 ヽ 下「i l のとお り■代 1 のすと キヽたがl l i  l たぃ

気々li:わ洋気峻打|わ|十‖|

よ,十11モれ命研 it r卜'Ft苛  課

,〔た すよr,itl海 !1出!

し,付「it海|1業務ほ

|〔Ⅲて大学rl,十研 Ⅲヤ"i

た 上保■!「よ∴モ打1市攻ホ

‐事務hl)FI Fil府々lit lt F市打!

故 l lf人

水)1料|と

に|よ 進

内ii鮭

lf'  点

iti"4=i

- 3 -
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第 2 回 会議

同時 昭 和 47年 9月 19日 (火 )1400～ 1700

場所 水 路部会議生 十内半lu」第二大蔵 ビル2幣 |

議事配要

l Manual o■  160SS Data Archi

ving and Exchange lこ つt てヽ

手務iうより本件 を棒議することとなった江

1卓メロち、 10Cよ りIGOSSの P i10t

projectの 日本代表者である気象庁麦円氏

に対 し、さきに 10C国 際海洋資料交換作業

部会の Ad―hoc groupヵ ミ作成 した幣 iせ

Manual に 1州して参,H出のな叱を10月 15

日までに出すよう求めてきたので、「J氏より

これ らす一夕の】【集、保管やを
′
=る 海洋資料

セ ンターに依fliがあった。 し たがって、今回

この会議に本件 を't案し審議のうえ左!H氏に

ととすることが必要である。

卓務rH」ょり160SSの Systcm説 明 が

あ り、 こ れについての輸足説明及びrr疑応答

の後、左じ!氏に送走する意兄としては、海洋

資|十セ ンター案 を中心に検Hlすることとした。

第 1項 について、 このManual の 中に記

さヤ]′(い るData fl(九v の メカニズムは慨

してJ!ましいが、特にRcsponsiblc NO

DCを わが回がれらに,受 けることができる

か どうかに問傾があるので、現在 IOC

Worting rroup on IODE で 考は中

のArrattc‐ 1lt bOr IODEの 結実と

オほ しないようなS ChCinc とすべきであろ

とし、 このManual を あくまでも実験的段

卜Jの 4`anua lとす
｀
る、よ|ちRCSponsiblc

NODCは ぁくまでもP rOI〕oscに すぎない

と, ,ヽ古 図で、本項 を'i十修 11して提出する

ことにな―.を ,

第 241の 10Cへ lll年報告する作回海洋調

li:|いhi(Natlolla1 0ceanographic

ProHra mmcs)に どの調llが160SS

I‖れ であるかを表示する件 については、セ ン

ター茉 どお りrホ された。

第3填 の観測船から電報で入ってくるBA

THYと TESAC通 報の内容をAnalysis

centcrで 磁気テープ化する必要がない件に

っぃては、センター案 どお りF,Rされた。叫

白は、観測終 r直 後提出されるIGOSS

LoどによりNODCが Occan SYNDARC

(メ ンチ、ほ気テーブ)を作成することとな

り、これとこlHするからである。

有4項 のOC e a n  L a b sヵ Nヽ O D Cに t t出

―する Data Do― entation ′ ),せ収 跡

複雑多岐に二 りすぎてお り、 より多くの lG

OSS参 加1を促進する意味か らこれらを雛政

する件については、 これら定人所要攻 日を必

要最小限にとどめ、成 りのものは Optional

にするよう要望することになった。

第 5項 のManualtt fRの本文との内容 КわSS

Data Archiviltt Schcmcと の間に2、

3の 一致 しない点 を指摘する件については、

センター案どお りr承 された。

本議題について、上記趣旨に沿 ってとりま

とめに訳後菱[コ氏へ送達することとなった,

2 STD資 料交換のための標準基準について

事務「おより本件 を審議することとなった荘

辞、メロち、 1 0 C より各に1 に対 し、 1 9 7 2

年 3月 17日 付 Circular letter 1 375

により上記について意見や負 間があれば、海

洋資料変換の告L lll内調雑
″
ド|(セ ンター1'子長 ｀

を通 じて迪報するよう要請 されているの で、

二lj 1ヽな|1終務連絡会のS T D ttr'姿員会に

おいてとりまとめたと地もⅢ'し て向として

の意向をとりまとめたいと7)允占があ .)た.

岩佐 STD中 円委貞会委員長より、現イ十t/

わがIJの STDは ↑てアナログ式であるたす)、

IAPOの S taridard dcpth で ぁる18

層の抗取 りのみを行なっている|【状であるの

で、せぃぜぃ Non― real timc に おいて

Circular ictter i″ 375 ′)S tanda―

r d  C r i t c r i a  に ついては、
｀
キ面 Mi n i―

m t r n  s t a n d a r d  を 同燥 とするとの結論が

示 され、 この向測が I C l r o  s  s徴‖!とすると

これに Re a l  t h碇 の構告が加iわって、甜糾|



員の増な くしては実施不いi能であり、 まして

やCriteria 2、3に ついては'シ タル方式を

採用するffの処置をL′ない限 り不可'とである

との発言があった。

審議の結果、本件はSTDデ ータを□除 佐

換す る場合における学年について|‖会 してき

たものと解 されるので、Minimtln standa一

Id以 外について|すIIちに丈地できなくても、

10C提 案のStandard t」市して朽力すると

, うヽことでよいのではないかとの結 m~に達 し、

IOCへ は志 '↓を‖さないことになった。

(参 考資ヤ1 参 照 |

参考資料

I()C  C ira』 lar  icttcr  1 375  1 1 7

March 1972 ｀

先  I OC hl開 作引

■際れ十1食料定換の作 叫 内1調41f

世tl.Fr料ヤ ンターA、 BI海 !「学 Ⅲ

黒lrdデ_タ センター

STD資 料生換の伊準的基準について

STDの 貧|1生換 を促lFFするんに、 STD資

料を綿減するれのネ性を ICCSと 協 司して1と

かに作成 し、これを広 く1/1司には1らんする必要

がある。 ここに ICES(ゎ l十開発田際委員会

の第 59会 議で討羨開発された基準をけいさい

する。拘これは海洋資料回際在換マニュアル

(第 3訂 版 )や、相iICOS S資 料記録交換マ

ニュアルにも紹介される帝である。作1「親1刊に

STD資 料交換 を促進するために此の標準r的えそ

準を使ナ村することを促す。此の件についての質

問や各[月の配慮は[H際海洋tr十1交換の各画E内

調整官 を通 じてか又は 10C事 務|うを通 じて I

OCの I際海‖半資料資換十F業部会に提出するこ

とができる。

STDデ ー″在換の標準的基準

1 最 小基準 (ナ ンセ ン採ホ と年価的なもの |

淵rvF、塩分断riのi要 な4,Hセ‖
′
ゲするた

めに 1分 な深 さ 1文 は 1:力 のヽ独は十純的に

rlめる。但 しや品を、特塩分慣のj京日;と氏部及

び lAPO標 準帽 を含むべきである こ の様

に してコー ドされたものは、間隔の脩な各層

胤淑」の結果 と牛価 と考えられる。 1500″

立のrtll lでは、 lAPO標 準悟 と、更にせい

ぜい 18瞥 を追サHすれば適当だろうと考えら

i↓る。

2 中 間的な接通未年 1 9 9 1ewi stalldard)

デイジタルSTDか らの水探搬択は、 IC

ESの 掟適 5H詳細地科によるか、文は最高

99層 に限 られるときには、 IAPO標 準屑

を台んで下膚 になるtl間隔 をあけて撰択する。

持しHT能ならば、用いられる圧縮技術は特に

1こ鴨の 200～ 300/r博 ではl hlの々↑‖t線、

等塩分線が引ける様なものでなけれはならな

3 望 ましい最適基準 (19691CES sta

ndard )・・マ

1969年 にFL資された様にSTDの 般 lrl

標準 119691GOSS standard)は

適当なヨンピュータ施設 を持つ関係者博1での

STD資 料交換に於ける最終的1だ用法である

と考えなばならぬn然 じ午ら、上述の関係者

は多fとの記録を受 け取 りたがらない機関か ら

要求されたときにその最適標準か ら i記十11、

(21の弾準にまで圧縮する用意を雑えてお くベ

きである。

4 L記 tつのカテゴリのどの場合にも、変換

に先立って大 くざ状の様な記録 とかノイズと

かをlFR,除くことも含めてナ /セ ン採水 と問

程度の構乾を保つ様に、 向r能な限 りのあらゆ

る努力をしなければならない。

5 す べてSTD dataは 空換に際 しては、圧

縮 1尚」ll)の方法、精度、記録のフォーヤ ノ

ト挙に1対する書き込まれるかkは ヨー ドされ

た丈 午をつけて出さねばならない。

6 実 施機関kは lIB立梅洋資料センターは第 ム

次の (即 ち1に縮 される前の 'デ ジタル又はア

ナログデータを少くとも数年保存 し、|■縮さ

れた記録では不充分てあるという研究者に役

ヤつ様にその」ピーをも作 ることが奨ll jされて

いる。 その様な合||はROSCOPの 様なlt

- 5 -



蔵 目録によりた ゞちに捜 し出されると推定 さ

れる。

米 要 約すれば、 2～ 3 pll毎に流み とり記録す

ること (海 洋資||センターれ )

3   T a s k  T e a l n  o n  D c v c l ( ) tぅm c n t  o f

妊 rangelEnts for I O DE の 活動状

713について

事務ナロケよ,本件 を審議することとなった祥

緯FDち、世界資||センターtrll l和状態にある

現状にかんがみ、 これを打開するための対策

を作成するため、昨年の I OCDJ際 海洋資料

変換作業常↓会で棟記 Task tetlm を 作 り、

Chairmn で ぁるカナダはこれまで4■ の

を見をとうまためてきたが、その結論は米回

提案の Responsib ic ODC方 式 を採Rl

せ ざるを得ない1人態にあ り、そこで故めてこ

の Task team′ )メン(一に質問を寄せてきて

お り、 この「叫容を11カ 1日 =で に出す必要

があるとの発占があった,電 に lif亡の質はl rt

びこれに対する[」体案についての説明があ り、

検討の結果センター案 とお りr求 された。 そ

の大要は次の とお りである。

口)R01)Cの 役‖!をどのように考 えるかと

の質附1に対 し、

a こ こ5午t以内 (Immediate futurcl

各NODCの 現状 を勘案 して理想の安

は、従来取扱 っている Nansen cast

及び最近 F(〕rmat が 浮tめられたBT

tXBT)、 STD挙 について情報及び

データの1文Tl、41叫、保存、変換の責任

をとることを日標 とすることⅢ

1  5へ  l o 41tF左IU itinYlte future l

各Fo nnatのけ爆発及びRODCと して

の経験を経て、 11「せaの 役|いについて取

扱柿 Hの 拡大をはか り、 えに「〔任お蚊の

を怖解析、統ど十、ア トラスの作成を行な

う.

1 2 1  R O D Cは どのような援助ができるか と

の質問に対 し

a  W  D Cに 対 しては

WDCが 全世界的規模で各種情報に関

する出版物 を作成 した り、問合せ業務 を

行なう除の協力者 として活動する。

b NODCゃ DNAに 対 しては

NODCゃ DNAが 自己の責任を充分

果せないときは、要求には じて技術的援

助 を行な う。

13, 1975年 までにあなたの回はどのよう

なタイプのRODCを づ受けることができ

ると予想するかとの質‖Jに対 し、

Nansen castに ついては、前記質

問|コaで 各 えたタイプの役IJが、例 えば今

後41荘されるCSK梅 域のデータについて

はに1ちに可能であ り、 またSTD、 BT

(XBT)、 海流、海洋汚染年については、

「]海ljにおいて以後′Lた されるデータにつ

いて、 1975年 頃から開始できるであろ

う。

4  Ad―hoc GrOup on Marine Pt11lu―

tion tt ta の 活動状況について

昨年 IOC国 際海洋資料変換作業部会で設

置 された標記Atl―hoc Croupの Chairm―

an(米 国 )よ り日本側 メンパーである水路

部れ洋汚染調査室長渡辺氏に対 し権々の質問

がきてお り、 これに対するい〕答がl「氏か ら

cha i rrlan に送付され、そのい1容内容の報

告があった。その大要は次のとお りである。

質問の1つ は、 Pollution data は 多

くあるが、それをルーチンに国際交換できる

カテ ゴリーはなにかを探せ ということ。 2つ

は、今まで行なわれヤ十歳 されているデータを

いかにするかとV うヽことである。

これ ら質問に対 し次の趣旨で,]容した。メ‖

ち、にちにP01lution data の 円際変換

のカテゴリーを決める以前に、各メンバー国

から資料の種類、分析方法等、過去、現在、

将来の汚 rttt ltfのブ■シェク トに関する情報

をlPA集し、 これ らを基に して国際的に変換 可

能なカテゴリーを選択 した後、それ らの種類

についての空換 をパイロク トプランとして実

施すべきである。



この経験 を経て、遂次lg際交luIシステムを

確立することが翌ましい。

なA二 御所長より、本件について更に古兄

がある場合は、当連絡会のこの 出 ―hOC

grOup の サイ ドで代;↓、調等 してに しいと

の発言があ ったⅢ

5 そ の他

事務局ょ り、 こ のⅢ特会の メン六一につい

て、次悼|からは議1理の内f卜r,■ |〔|ヒ句l事 務

|うでだんで追加招へいt,たいとのモ言があり

r承 された,

また、次いいと濡会は、キヤにせヽ要が■ じない

快 9来 年に人 ってか ら綱催 したい岳た声が,)

った。

8 ) I G O S S 国 内連絡 会

第 打国会議

同時 昭 和 47年 5月 30日 (火)1330～ 1530

場所 気 象庁海|卜気象‖会改=

議事ll I要

〕 I  C O  S  S f lぃ町の躍要について

気象庁からIG O S S判 係 H峰村1: iならひ

に関連丈キltについての報告があ た

なお、 1 0 D Eに G r o u p  f o r  M a n u a l

on   】G()SS  data archiving and

cxchan gc が新 世された旨海洋資料センタ

ーより報告 された,

2 1COSS作 村作来rヽ ti功について

気象lrから、 160SS関 係の今迄の[H内

的な うごきについて報告があ′,た。

■、 BATHYぉ ょびTESAC codc

について、気象庁より説明 した。 この11-ド

は本年 1月 から160SSの メィ,ッ ト ブ

ヤ=ジェクトとしてに際的には使用されている

が、十二内的には、 ま だに式に使用されていな

3 1COSSl、 山 グルーブ狩 】ル会議につい

て、女象庁から縦|「された。

4 連 絡会の連宮 について

ヽす、茂は ICOSS□ 内連絡会および関係

官庁の関係T子に よって構成 し、世話役はた｀
イ

'li女庁が行なうことにする。会議 rl牲通角

は、梅洋気象部4-かを,わ上保安庁水路部長、

水止庁門 liドⅢ:河i長、代ね区水産研究所海洋

綱j兵、 11本ュキス コ引内舞lt会海洋分科会エ

におよび海 上白衛隊防衛用i上tあてに‖す。

会議は年 2ヽ 3ル 十十七十るが、″Z、々 には じ

てr‖:する。

各竹すのli務的 ′tと結先は 水 路‖は拘1海

壊課lr、京4■て水庄研究所は '原冊定■ にと

し、気々|十では1せ術関係 を飯 1技官、 ■科 瑚

係 を女品技11が分Ⅲlすることとした.な お、

会崩資料は201‖ |ヤ準備 し、議事録は その掬;

17r作1丈して、↑11に送付する。

に) 日 米 天 然 海 岸 環 境 親 浸1  予 報 専 門

部 会 議

第 1 5 回 会議

lfイ和1471=6r1201Ⅲ 火1 1520～ 1630

気象庁海汗気々‖!芦議牛

1〔 T J N R走 十↓部会長寺会議について

2 第 2 1 1日米合1胡会議について

3 第 3炉'日【令 司会議について

第 1 4 国 会議

|!H= イヤff,47T9月 2いた| |イ(1  15【I)へ1700

場i折 気 象庁海洋気象 Tl会議■

流迫 1 打 !会長会議、MRECC□ 内奏氏会

出情報告

2 第 2F'日米合問会議についての雑過

3 合 ,」会議でた共する研究報告書など

につt てヽ

イ 将 来の協力について

時

所

！迎

用

場

淡



2 国 際 会 議

( 1 ) 海 洋 デー ク の取 得  通 信 方 法 に関

す るW M O 技 術 会 議

会期  1972年 10月 2日 ～ 7日

場所 東 京 外 務省

主Tr WMO

主要議題は次のようなものであった。

1 海 洋資料の要請

1l WWW許 向のための観測データの要請。

12 1COSS計 画のための観測データの要

請。

13 海 洋問題に関係あるユーザおよび機関ヘ

のサービス。

14 CICAR、 CINECAな ど各種の国

際協力調奈に対する特別な要請o

15 処 理された海洋情報に対する船舶関係者

への要請。

2  表 面および表面下の範測

21 リ モー トセンサーによる測定を含む改良

又は新方式による表面胡測。

22 船 上の自動観測。

23 ブ イによる観測。

24 BT、 XBT、 AXBTぉ ょびブィンス

テムによる技層 t況 合層 )の 水温脱lF・

25 大 気 一 海洋および大気 一 海水の科|′i

作用の研究 観 測o

3 高 慣胡測

31 ブ イおよび船lRか らのラジオ ブンデ、 レ

ーウイ ン、 Pケ ットおよび間接的方法に

よる規測・

32 気 象衛亮か らの観測。

33 レ ーダによる観測・

34 定 高度気球による観測,

35 飛 行機佃測、特に気象偵察機によるもの。

4 海 洋資料の通信のための現れおよびll来の

,自信設備

41 揮 々のプラットフォームから沿岸への海

洋データ送信 方法に「lする比,夜iHF、

衛屁中継によるマイクPウ ェーフ等。

42 海 岸から船への海洋データ送信方法の経

済的、技術的比較。

43 海 洋資料系の通信面の経済効果 一 取推

ltl択の見究め、有人および無人のデータ

ステーシ.ン .

44 船 、 ブイ、r19岸への、あるいはこれ らか

らの海洋データの新 しい送信方法 (HF、

侑生、その他 )を 使った最近の実験報告。

45 通 信士のない船摘からと乗組!iの負担 を

最小に した船榔か ら海洋データを得る可

能な解決法。

46 エ ラーを最小にす る海洋データの新 しい

送信方法。

47 海 汗データの通信系 と両立する海 Lに お

けるブイ (浮遊式 ブイ )の位置を決定す

る簡単な方法 .

ウ)第 6回 W M O 海 洋気象委員会 ( C

M M ) 会 議

会翻 1972年 10月 9日 ～ 21日

場所 東 京 外 務省

海洋データ取得 通 信方法に関するWMO技

術会議に,き 続いて、標記会議が開催 され、W

MO加 盟回 34ケ 国から68代 表が出席 し、そ

の他 コ際機関から10人 が参"Hした。

会議のiな 内容は巾WW、  160SS、 GA

RP、 海洋気象Ft計年のWMOと 他の国際機「4j

との問に促進 されているプログラム、海洋 支援

サービス、海洋環境モニタリング、データ収得

伝iとコー ド、わ洋気象に関するマニュアルTF、

夕方Lltにわたって討議 され、 20の lLj告と5つ

の決議が採択 された。

8 ) 天 然 資 源 開 発 利 用 に 関 す る 日米 会

議 ( U 〕 N R ) 第 5 回 事 務 担 当 会 議

会翔1 1972年 10月 5日～ 6日

場所 JETR0 9階

8  -



議事概要                   2 海 |十ⅢⅢすと物専門部会第 3回 合同会議

l H;会 活動の評価検討

11 全 般的活動状況              会 1綱 1,72年 10月 2日 、 3日 、 18日

12 活 動の問題点 と今後の協力計画       場 所 貿 坊センタービル

13 ■ 門部会メンパーリス トの変換        な お、11!1～ 17日 は広島、神戸、京都に

14 部 会の再戸71画               お いて港れたらびに海洋構造物 を見学 した。

15 新 しい協力方針

2 協 力体制の強化              3 海 洋 t,お よび通信申門嗣j会第 4「」合同会

21 11式 取 りltめ                議

22 研 究者問夜
‐
tの拡充

23 研 究 H坪 の生換              会 ttl1 1 9 7 2119月25日

24 連 ↑十予併                 場 所 巨 ケ関 ビル東わ大学交友会Fll

3 第 2次 5ケ 午離fi ri作成            な お、10月 9日 米梅洋電 子技術シンポ ジュ

4 第 71J大会議の件備             ― ムが機械振男t会館において 料催 された。

な▲ 菊 7 ⅢⅢ本会議は 1973年 5'1に東京

で開催 されることおよび第 611手れれ当官会  4 海 底調Ff手門部会第 1回 合 司会議

議は 1974年 春米Eに おい て開催 されるこ

とにrt jた。                  会 期  1972年 10月 3日

場所 研 仰振興 ビル

(0  海 底 資 源 工 学 調 整 委 員 会 (h 4 R E C C )

日米 合 同 会 議             5  海 氏地質専門南;会第 2「1合 H l会議

会劇  1972イ 千10月 4日

場所 東 京ブリンスホテル

会朗 1 9 7 2年 9月 2 5日

場所 農 協キール

議事概要                    な お、梅洋環境観測および予報専門部会第 2陣l

l  各 ノ`キルのみj口専門杯会の活動報告     令 同会議は 19 7 2年 1 1月 2 0日 2 1日 に米

2 メ ンバー リストの生換           Jの ワシントンで開llされる予定で、日本から

な▲ 次いめ会議 は昭和 48年 1 0月 に来卜  は 気象庁の菱H海 洋気象部長が住i席のため渡米

で開催 されることにな った。          中 である。

(" U〕 NR,MRECC の 各 専 門 部 会  (6)第 2回 国 際 海 洋 開 発 会 議 お よ び 国

合 同 会 議                際 海 洋 開 発 展

MRECCの 各与「号用;会日米合1可会議が次   第 2回 Fl際海洋 rl発会議は 1972年 10,〕

のように開かれた。              5日 ヽ 7日 の間、東京大手町の経「綱連会館にお

いて「」催 され、会議のテーマは(1)海洋環境 (2)

1 海 底鉱物資源 ど,門高;会材 3叫 合司会,議    わ 洋調ltftt 14ぉょび浩水調査船 o海 洋構造物 ・

L木および海Ⅲの作業環境 14)海洋資源でそ束

会期 1972年 10月 2日 、 14日      論 文数は178件 、参う,者数 854名 、参加巳J

場所 Ⅲ テルニ ー ジ ャ水ン         31ケ ロにのぼった。
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また同時に第 2回 国際梅洋開発展が 10月 4

日～ 9日 の問、東京、晴海、国略貿場tン '

において開催 され、皮示参〕R倒 11ケ 回出占キ社

数 286‖ =にのぼ .た 。

3  紹  介

l l ) 海洋 資料 利 用調 査 の結 果 に つ い て

要 望調 査

十` 調 14の日的

海洋4 十ヽ■とノ′―は、ユJ均外の海洋にl‐l

(D 肥 15狭、卜1卜放学

する情科やデータと一t的 に収tl、処理、

ヤ,■、保甘 lン(作 分世iへの利'日に供するた

め、‖イ洵1401,に 設立されたものであるが、

Fji十の市ヒ刊HI、'‖発、汚突blJ lに、妹叱保

生キが死に
‐lれとなりつつある】★勢にかん

かみ、 十 “セン'一 のよリイi幼的な十モ'キを

tか る十ア)、 Ⅲl貨のⅢ甲を洵i'る ことと

した

の完↑把Fと それ らの情報の提供

1内 杵 に朝海1データは勿論のこと、ll■開流

ギータをは じめ、 各柿7デ十デー″の処PI

及びそ打 らの提供

レヽ 市 |li媒'竜|くの■問 刊行

ln 集 科結呆

各!設間についての生計のI明細は例紙のと

おりであるが、特に要望のおいものを半げ

れば、次のとおりである。

ll 梅 洋調命状llt及びl1/洋テータ時岐状況

設1樹 1 1 )海 洋資料センターがだ施すべき下千こ作に分ごとの取扱柱 1で、要甲!のないものから'限

llをつけて ドさい l i l )

配 布 年 月 i l llじ lj 先 由はlj独 日本独

1 5 6 カ所

備
Ｆ
ウ

幽付闘判、地方向油代 公阿祥

4rllil機器会赳玉建1ま式 等昭和 47年 6月 3111
海洋IJ係の公的機関 3 0 7 う所

海洋関係の民間機関 l S 6″ 1 ( ) ' ″

m収■ 53%
「| 1 ドヽ  ヽ ″ 2 6 1  ク

■  ,!  ‖ 険  付 要早!1を

区  分 取 取 拝 日
1 2 1 , 市放 l限十ヤ

海洋に関す

る情報の 一

元的収柴

権押 ・保管

及びそれ ら

の提供

を状督岳譜粘在1をとを1革高保占40 15 71ヽ 5/ 1

号岩増せ絶棟をど↑草景岳;ち!:
| !」正すること |

57 42 24 1) S2 1

イ携庭品経格愉441済高ネ五矯を
常に1 と格

｀
すること |

f;() 91 31 l l 71 2

リサ=疎右囲稽穐尉禅寮験↑機ニ
田山iの内容明細 を常に把握すること

1() 45 F5 70 21 62 3

梅|, l f‖ デ
ータの利'1方法に対す

る簡単なiコン十ルタント
外 112 37

- 1 0
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設問 (2)海 lf資料センターの既刊出版物 をどの分野に利i しヽていますか、また送付要望の有無

をも記入してくださ▼、

設は1 0 海 洋環境lK4の有用性およびその利用分野について格えてください。

(fl 有月|十1について      10)そ の利IH分野

区 分 中1容赦

非常に利用価1仁があ

ると思われるので出

版 を強 く要望する

151

一般に利用価1にがあ

ると思われる
7 6

あま り利lf価値がな
い と思われる

4

わか らない 6

9 3

6 3

1 8

2 2

4 3

1 9

1 4

出版物の名称

用 分 野 群付

続希

送摩

断付

現希

送望

梅

　

　

運

設

　

　

計

汚

　

　

染

妨

　

　

災

水

　

　

産

資

　

　

源

一【
　
　
象

学

　

　

術

情

　

　

報

ル
ク
い
エレ

蔵

　

　

書

教

　

　

有

行

　

　

政

そ

の

他

毬ど喚―||
CSK Atias

(黒 削共lnl調査のデータ

に基づいて作成 した海

況図 )

JODCニ ュース

(研 羊関係の各問湘撃f｀

Cataloguc of Ocea―

(Noiこiliin控:aDa―
―ta)Fl

Existing Oteanogr―

::hii:t8tS8‖t警
~

China Sea

海洋観測 (各膚 )の資料
ヨー ド指針

国際海洋資料資換便覧

(改 訂 版 )

海洋資料センター案内

14 13

17

11 18 25

17

19

16 1 4

1 4

1 6

‐８

　

２７

51

分 野 回答独

連

計

染

文

庄

源

像

海

設

汚

防

水

会

気

1 2

5 4

9 6

4 0

9 3

7 2

4 1

レクリェーシェン

)韻    声

教   育

行   政

そ の  他
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設問 14)外 月の保有に係る海洋データを入 千する必要ttヒについて本 えてください」

設問 ( 5 )海 洋資料セ ンターにお望みのこと、お気付きのことがあ りましたら、 どんなことでも結

惟ですか らi亡人 してください

頻繁にある

たまにある

ほ とん どないか、食 くない

今はあまりないが、l f「k州 ' (する児込

1/ 分
要 切  放

項 |」 内 容

i れ ,卜t/r料センターの強化 を要野!

れ|「Fi科や純llす―夕を更に一元的に収集、処

押、提供 して 般 の要望に対処できるようにす

ること

2 2

2 HI洋 資料センターのPRを 要望
センターの存在および業務内容を更に広報する

こと
2 9

3 情 報 デ ータ提供の充実を要望
極洋情報集やデータ集の出版物増強および内容

の充実など
3 1

4  海 i卜資||センターの運営改革

手を要望

海洋資料資換、提供方式の改善など
1 0

5 梅 洋環境統計値の提供 を要tiE 海洋の各層要素統計値のみならず、汚染や海流

等のltt計1自をほ しいなど
1 2

6 そ の他の要望 個別的な計算処理の依頼や既刊出版物の提供依

頼など
2 6

計 1 3 0

追 跡 調 査

( 1  凋企の目的

l l l  l十資料tン ターは、 l■i千資料の提供を要

望する向■に対し、梅力これには たるよう努

力しているが、木だ体制不備のため、期待に

充分h)、えられない乳状 にある。

そこで、最近 1か年間にヽセンターを訪ね、

かな りの資料提供 を受 けた者に対 し、その充

汽と度特を調査して今後■ィンターの運営向 にの

- 1 3 -



参考とすることとした。

(0 配布数、回容赦等

m)集 計柿来の概要

設問 (1)要 求に対するとンターの充足度はどうてしたか,

充 足  度 1日 本  放

0  ～   2 0 %

2 0  ハ。   4 0

4 0  ～   6 0

6 0   ヽヤ     8 0

8 0   -    1 0 0

1

0

7

5

6

設問 (2)充 足 しなか―った分の処■!はどうしま したか。

世間 13)充 足F/tが100%で ない場合当初の計画をどうしましたか。

区 分 砕1 答 数

討向 を放葉 した 0

別の方法で カバーした 8

計向 を 一部変更した 7

配 布 年 月 日 内亡   布    比 nll布独 阿容数 備   考

昭和 47年 6月 19日 海洋開発会性、イi油会社等 20か 所 19か 所 回収本 95%

区 分 瑚 小  数

海洋資料センター以外で資料の提供を受けた。 6

海洋資料センター以外に資料があることは半1っていた

が、lF々の都合で提供 を受 けなかった。
3

海洋資料セ ンター以外に資料の所在が判 らないか、ま

たは所在 しないと判断 して、そのままに した。
7
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r2)米 国環 境 資 料 サ ー ビ ス 音Fの モ ー ス

氏 の来 訪

米国の海洋大気局 (NOAA)の 環境資料
サ ービス部のモース氏は海洋データ取得 ・JEl

信に関するWMO技 術会議およびUJNR関

係会議に出席のため来 日したが、 lo月 9日

水路部の海洋資料セ ンターを訪問 し、 一般海

洋資■1空換お よび海|十汚染デ ータの変換に関

する問arl竿を協議 した。

なおモース氏 よ り海洋大気局 (NOAA)

お よび同属〕環境資料十一ビス門jの最近の組織

1/等を紹介されたので、それ らを第 1図 、第

2図 にそれぞれ示 した。

( 3 ) 日 本におけ る リアル ・タイム海洋

情報 の公表

10Cの 事務局 より海況の解析方法および

予報モデル争について、 日本の実施状況の問

い合せがあったので、実施機関の気象庁、海

li保安庁、水た庁、 大学やのものを1文りまと

め、日本ユネスヨ=内 委員会科学課より10

Cに 報告 したので、その内容を参考までに第

1疾 解析方法、第 2共 予報 方法 として、それ

ぞれ掲載 した。
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第 1 表 解 析 方 法

P r o d u c t s

%
の  名   称

発  表   者

Products

の   内    容

発 表 データ収集
終了より発表
までの日数頻 度

l  CSPA Jヽ 伏 気象庁海 洋気象部 梅 面 水 温 分 布 図 旬 l Ⅲ1     4日

2 CSPA Jヽ 位ヽ 同   上 同 上 月 1「高|    し 十

3  CSPAI Jヽ わ代 同   上 表面梅血 と100″ 層水温分

布図

月 1 回  約 1 ' ガ

Ｃ

ｎ

ｌ

ｏ

Conditi
Chart

H l   上 海 氷 図 半句l141    2H

儀購 う
み)

5 全 国海況句報 同   上 海面水温分布図 と平年偏差等 旬 l  Ⅲl  約 1 0 日

6 日 本近海海況図 海 上保安庁水路部 0 1Cll.200″層水温分布図

表面海流図
年 4'1   約 半午

7  海 洋 速 報 同   上 同 上 月 21口1     1日

8  海 洋概 報 同  上
各管区海 上保安本部 ぉょ綱 測デ_ 夕装  1 年

4 回  約 考

9  海 水 速 報 第 1管区
海上保安本部

海氷分布状況
海 氷 種 別 卵ｍ

3 Ll

l o  漁 場 海況 概報 各海医水産研究所 『
樋
０

分

100 200初  水 温 年 2 rnl   約 十年

1 1  漁海 況 速 報 漁業情報サ ービス七

ンター
海 面 水 温 分 布 図 月6 口l  約 1 0 日

12 J F A 同  上 同 L 日2伸1    1 2H寺常将
( 4- 6

月 )

13 J F A 同   上 1司 上 日2[1  1」

(7～ 11

月 |

[

14 J F A 司  上 同 上 日2 ' 1  「 t

( 4 ～ 7

月 )

l

15 Wavc
Analy siS

気象庁海洋気象部 外 洋 渡 浪 図 1日 1   6時 間

回

16 南方かつを、き
めじ資料

東海大学
悔 洋 研 究 所

海面水温、海鳥、漁場分布図 テ]1回      J日



海域の範囲 発 表 形 式 解 析 方 法 資 料 源

西太平洋
1 6°～5 0° N

l l l ( ｀1 8 0 °E

フアクツ ミリ放tF 経緯度 1度升日内の資料の算
術平均 をFX p e r tに よる年
曲線解析

一般船欄梅上気象通報、漁船
および観浪‖船伝送資料

口 ■  近  海 同 上 化データをP I O tし 、 E x P e
r tが 解析

観測船に 1る BT、 6Er ri

l十

, Ⅲ… ツ ク海
4 0 宅 6 0 °N

140(モ160E

I H l 上 APT受 両,其 と海面水温 を
用いて、 Expcrtが 解析

気象衝あ1資料および ‐般t析
漁補 観 測船 による梅 1/よ攻
通報資料

西太 平洋
1 6°～ 5 0°N
l lす～ 1 8 0°E

F ] L ′た1に IHlじ 才琢11こIHlじ

日 本 近 海 日〕 吊1・郵 送 生データをp l o tし、 E x p c―
r tが 解析

F51測船によるBT、 6Lヽ 資
料|

1司 上 フアクシミリ放送
A】 Bc炊 送
印刷 郵 送

1胡 上 銀預1船、巡視船によるBT
CEK資 料

1司 |= 印 吊‖ 郵 送 I H l 上 巡視船によるBI 、`C E A☆

料

北海道近海
オホーツク海

Al Bc放 送
印 刷 ・郵 送

同 L 航空機 巡 視船 による☆11

日 本 近 海 印 届 J 郵  送 1司 上 航空機 '調 査給による資料

日 本 近 梅 印 椰J ヨ ; 送 「司 上 同 1 ,

日本南方海域
27～  32°N

14tl‐170°E

ヽ
送
話

ノ
放

クア
　
！

フ
Ａ
電

り放送 rl 上 l n l 上

十日本束方海Lk
34～  4ずN
1411‐17げE

1司 L 同 上 「↓ 上

1北 海道束方～ 千島
1 0本ヤ4 8・N

1  1 4 2～ 1 7 5°E

「」 上 1司 1 1 十Hl 上

ll人どr洋
10ヽ 60°N

l ll1 18J°E

フアクシ ミリ放送 同 上 般船舶 漁 船 観 測描によ
る海 L気 象適離資料、沿岸llv
浪地報資料

向■子洋/1 1通梅域
+5°S～ 2 5°N )

iフアクン ヽり放送 l r l l L rr船 調 在船資料
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第 2 表 方  法予 報

P r o d u c t s

%
の  名   称

発 表 キ

P r O d u c t  s

の   内    容

発 表

頻 度

データ収集
終了より党表
までの 日数

1 日 本近海全般海

山i水温ヤ報

気 象 庁 暖に期海面水市 予報 年 1 回 約 1ケ 月

2 長 期漁況 予報 各海 え水Fl研究所 ■要漁和の漁期における海況

手lpl

年 3い| 約 1ケ 月

3 び んなが ま ぐ

ろ tl場予報

東海 大学

梅 洋 研 究 所

漁場分布と海両

水温の予報

旬 1 回

(4～

7月 )

4 日

4  観 測 調 査

昭和 4 6 年 度国内海洋調査実施状況

及び昭和 4 7 年 度実施計画

かねてからIOC(政 府間海洋学委員会 )の

共法に従 って、年 1回 前年度における国内の海

洋調査実施状況 と当該年度の実施計lalをIOC

事務局へ通離 してお ります。

本年度においても、年度初めに海洋資料セン

ターか ら各関係機関に対 し資料の提出を依頼 し

てお りましたが、 これの とりまとめを完了 しま

したのて、 9月 末に IOCへ 報告 しました。

10Cで は、 これら作「引の報告 をユネスコの

,11,1均(IntCrnational  htrarine scic―

n Cせ)に収録 し、□際海洋資料交換に役立てる

こととしてお ります。

この作業は、単に 10Cへ の協力ばかりでな

く、 日本国内における海洋データの収集及び相

互利用にも有効に使用 されるべきものと考えら

れますので、今後一層の協力をお願 いする次第

です。

なお、 fl内公式計画 (DNP)及 びCSK等

国際共同調査にl■うROSCOP海 洋調査報告

並びに観測データは、 当海洋資料セ ンターを経

出 して世界資料センターヘ送付するよう義務づ

け られてお りますので、これ らの提供について

もよろしくお頂いします。

昭掬146年 度国内海洋調査実施状況及び同47

年度実施計向をJODCニ ュース増刊号第 1に

最近 5か 年の機関別計画、報告件数 を下記の差

にそれそれ掲載 しました。

殻 1 9 6 8 1 9 6 9 1 9 7 0 1 9 7 1 ７
定

９
↓十

庁

庁

庁

試

庁

係

他

安

　

水

象

保

産

岸

衛

関

の

上
師
学

気

海

水

都

防

大

そ

3 6 ( 1 6 )

1 1 1 6 )

6 2 (  3 )

0

0

2 5 ( 1 )

1( 1)

3 5 ( 1 1 )

141 6)

2( 0)

0

1 ( o )

2 0 1  0 1

1 1  1 )

38(10)

18( 6)

9( 1)

0

1 ( o )

3 9 (  6 )

1(  1)

4 9 ( 1 4 )

3 7 ( 1 1 )

34( 3)

279(25)

1( 0)

40(12)

1( 1)

4 9 ( 1 2 )

4 6 ( 1 5 )

48( 5)

554(85)

2( 0)

4 0 ( 4 )

4( 2｀

| | 135147) 73127) 1 0 6 ( 2 4 ) 4 4 1 ( 7 1 743(121)
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海域の範囲 発 表  l1/ 式 解 析 方 法

日 本 近 海 印 刷  充  丈

( 3 月末日 |

相円 類 似 ・;里t l法などの統 |1的子法により、 2月 までに

得 られた各種資料によき、暖は域の海 ll水温 を予報 し、こ
れを3月 末日先装、 5月末 同修 |十るA

日 本  近  海 印 ‖↓ 控  夫 過去のた1/ t t t i t tとの頬〔似性、長"1変動の特性 お よび相関

法、週期法などの統f卜的 子法によ り、漁期前にL1 3と向が ,

い 波十11後たたする。

北太平洋西椰
(180°E以西 |

フアクツ  ヾり路基
H J 村1 郵 送

最近の梅而跡柿分布から祥Hrr的手法でll t場を予報する。

5 業 務 内 容

t l ) 海 洋 調 査 報 告 の 受 領 状 況

国際的及び□内的海洋資料変換 をさらに迅

速 かつ確実にするため、昭和 47年 度以眸の

公式国内海洋調14f計画 (DNP)及 びltl際共

1可海洋調査計ド1 1CSK)に 基づ く海洋調

Frについては、当該調馬航わ終 了後すみやか

に、 10Cで 定めたROSCOP様 式による

海洋調lf報告 をrF出していた ゞくようお願 い

してお り、昭和 47年 10月 31日 までの宝

領状況は F定のとお りであ ります。

なお、当海洋々||センターは、 これ らを文

傾 したときは蛇忙に従 ,て、Fiちにそのコビ

ーを世界資料セ ンターにtr/付してお ります.

また、ROSCOPに ついての綻r「及び州

紙の不足または新たな必要性が41じたときは、
｀
町セ ンターに通縮 いただ くようおfluいします )

`注)公 式同内梅洋調査計向及び国際共同海

洋調Ff計画以外の海汗調査にっいても、

ROSCOP様 式で報告 をいただく向き

がありますが、これはむ しろ望ましいこ

とと考えられますので、今後一層のご協

力をお願いいた します。

|て 分 受 鞭 数

公式L l内海洋調査計由i ( D N P )
の分

6  舶

■際共 句海洋調査計画 lc s K ,
等の分

5

そ の 他
( 湖: )

D

計 1 6
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( 1 ) 受領 刊 行 物

昭和 47そ十二4'Jから卜|!和474■ 9

(瓦 内 Ⅲ

町までにすfR tた■要 川有f/7はド記のとお りである。

海上保女の現況 47年 7月

海 上保安十i=業務の斑空 47年 6月

廃Ⅲ拍ボールの実態について

末路‖担 担'H7+!剖汐lltt Hナナ

″   天 々沖Ⅲjせ!布古析 7

イイ対,48年  太 体位ri止

″   天  ‖! 百

″与t,||IFIを報

海l千速ヤ‖ 47年 6号 ～ 17写

海|卜世‖ 16年 2(3'j

″  4 7 年 1 号

'Ftt lHf告46年 lvr 1 7を2',1

全!向海沈句‖i",16～ 333

研究 時‖ 23と 7～ 12'ナ

lll il気象lrl測資料  r/47,4

北人ヤ洋わl「気候よ 1016

湖汐範ldl第41f第 17'ナ

欧文海洋報
4423と 1,2サ

月l lJ(41気 快共

:ll r=I:
1瑚

研 組 台

|       ″

|      ク

1 坪十ェ|十竹i i t 気々台

1 神戸・ r i 姉

|        ″

西日本海 l lイサ報 7ヽ■苺8 8

れ 1気象料↑ 'を7巧

海洋止群 6 4 , 6 5号

海洋速報 2 4 1  ヽ  2 4 6ケ

れi 卜に離 5 ' 1 6 0 写

竹  “t  l 6ヽ ～ 1 8 8 号

海↑it止‖ 1 0巻 1号

中!常気空報告 3 4ケ

,「究報告 3 7号

漁場海 /L慨報 47年 1月 ヽ 7月

漁場海llL概報 59,60号

F(場梅北朝報 47～ 52号

母1究‖t体 5号

漁海llt千報  1～ 6

rll't‖十1 41号

日本れ海成長期 予桜 %33   ｀

1木海漁場海況概報 252～ 258

,「代li告  1～ |'ナ

1lHす況itt r1  1,ヽ15号

45年 度漁況海/4t十報事業結果村ri lli

r晩 況i仁‖ 171Ⅲ 2号

定棟机|‖ll■1 41～ 9咽

占海it進糾 1～ 17号

lTH況れ止止科 1'VIけ

4 6年 性漁沈海捉 i4年 業キキ栄桜告、キ

漁沈止朴 5 2号

主
ロ

海 L 供 安 庁

海上保女大学校

気  像   庁

″
　
　
　
　
″

″
　
　
　
″

2淵 ;

市i市わil‐気女十1

仙台fて
r i線台

|七Vこ,上|〔
よt研 究''子

|〔Jとヽ
水庁研究所

rrt 4rlえ

水Fi Ff究所
市内れ て

小荘研イ[町

丙れ区
よヤ付「t"

1引オ〔1作|【
【ⅢⅢi tナ折

1生 |十

11本気1民共その

■安要竜 85

日本気候貿 帝

誤jl丈時報 39

,支l Tヤt l +   7 9

図だサう柱 1 7

1   2

7 ‐, S

2,|

な 6～ |

号

と 2 3 , 2 4 第 い 独

4 6 4 1 9ヽ 1211

4 7年 ]-4) ]

tⅢ

S 5 サ

1秘権土年
試強'

1 1」【■Ⅲ  ″

1林
よ“ ″

i    l'1巾 i itナイ

千1 1

法城

やi‖Ⅲ

官|
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富山水産試験場

「i川  ″

東京1大rl lク

ク r′(tⅢ

神奈)
1相模ゆ立所 |

定l■dド1食| 1  4す1～9月

定申観糾け資料  4用 ～ 子月

46午 ヒ漁 米!之↑i伊iた4!↑i「キ

す(海況京'i‖ 1～ 2 1け

定 t伊 ‖川夫 | |〕ヽ H H

″   4 ) J～ 忠' S

村慎湾n市 世問れ☆料

昭和3 1 年 ヽ1 6 ■|

研究‖!|イナ  5'」

弁|)'701日 午★ギi41

「‖命l l ‖!  , 1 ～ 忠1 1

点ルi児J f‖!   ケ1 - r /

十亡|||十IJl l1  1 11

1 7 1とヒ刑h‖を作■5 1 ]モ9 ) |

漁わ況すと‖ , 5 , 3 6け

定■出↓" t t r l 1  4  1 J9ヽ 月

な汗I P I J ヤ々1 1 , 1 1 , i l ‖t f  2 + 分

16年 l1/r沖|れ,こ捉 十‖■■■■キ

'せ|IF沖1食|1 3, , 71

fよ】!イトれ′)わi■1こ″)↓ヽて

3卜J ヽ Fl

45年 度tl Ⅲ′屯 r li l子共荘共母|

45午 性事業lt■| "6Ⅲ を

'十す!とtri  打,2 'ナ

忙殺lrt nl t料 |||― F月

161,thル llH予‖,f ktt Pi吾

,l FJ弾イ1梅〕せ世卓 1月 ヽF月

jn況|1科 1ヽ うIJ

内Fの 海況 111t,11

忙11刊ドⅢ女|| ヽ 月ヽ F月

忙lj観沖1☆料 ` , 7月

わ拝技術|‖増そ及び海i十調在のli弾とそ

ぅ
-l i l F  Ⅲ

策に すヽる冷中

'十1 1 )Ⅲ'十i Jtt?ト エ,3

11イ(打に 'す るt!十1中i t lt!十li

梅i十記予1'1'I「 」` 卜 |す‖十る水碓

り十,七‖!1押;

北方中i“■わ11に■j十
~る

キl ri押i々報告

11

1 1 1 1 1ヽ‐12 ' 1カ ツオ■'Ⅲ l l★汁1場

坤1乱十ll  l作+I R‖!告

4 1 1 1 ヽ ク1 2 ) ! = くろ , ■テなわ漁

■イ→; ! 1 社f l 嗣F r キキ, t i キ

■ケ1 ■■! 七n i ■r i ‖4 ! 1 1 ! i 勢, 労 号

1 1 1 1 とをつ i ' コ1

Ⅲヤ| コⅢⅢイキ1 米h i l l i

l ( 十■f r ! | キー! Ⅲ l l を 2 1 ナ1 1 を1 ケ

'F,tヤユli  ,キ)!

れ汗調 tr rギ: | l t y i lダ' ,  |な1 5

45イi:ばFi J II■上耕|卜‖11iF号

水 4 / 1 担1 そt L ‖係比| | ■

ょど千 rc

‖■ 1,午 と|!本海|十チ会キイi lt会1社

pじ IⅢォti it,|1号

すとi 名ヽ
1ど十illセ11ャ十ll17 1
イテ! | ‖キ| ‖_ r

ilちとヤr rml伴Ⅲ,

静 劇

受知

定角

二 五

和歌山

(3取

L J J「1

カ,根

京都

徳島

ri■|

品々可

■時

長崎

,:木

|li Ft

″
　
　
　
″

Ⅲll iittll tt it部

「1なわ|千ヤ

t  i l l 1 1 た
科| | , , 付| 十ノ々 ―

i ' i 1 1 1「| !卜七

東京 大学
海 汗 J  t t  T

l(  方Ⅲ  す(  十1

点 ii 大  学

ヒれ に 大 学

JF」ヤ避 1世年花所

1 ホよ1 / 1 協会

ｔ
的

と
ロ

iモⅢキ1ど

うみ '1 ,

1よ研拒ti せ

山llll'こ止|‖

海i千段杵1増た

!と/1i t11性‖!

! ] ! 、れ汗学

| すれi ! H l  i

■i英情報

,8,2

1ヽ 25

4本一()

Ａ
本
　
　
” “) ' す

′す

十一=ス センター

11本榔 'も

機 器 刊た , 士
日本1 +坤1

1境い!す:!く1キli判
旦

Vl‐Vl,"11,12

V()1,Vlllブ ″1,2
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出 所 主
〔

誌 名 出 所 室
］

〓
い

名

増も鮮讐 合 会  46年
度海洋機器開発に関する企業実

態調査報告書

″    海 洋開先関係資料 目録 47年 1～ 5号

海中公園センタ 海 中公園情報 23号

lrf奥の開発 社 陛 奥の開発  55～ 57号

t■l立真珠研究所 研 究所報告  16号

成 山 堂 書 店  海 事と情報 6～ 9月

″    実 用海事六法
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A口Str■1とこ

Cuino■“cttith Scte■ titic ard lldlstriュ l Ⅲtsearth
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CSK Nぃ も lcttcr Ⅲ !iff14 0年7月   %1～ 形 39

黒削共同調ltl参考貧|1 昭 和 40年 7月   第 1集 ～第4集 (廃 刊 )

CSK Atlas     tt Fli4 2年 3月   V01 1～ 5

Daia RcPort of CSK  lrr411 4 1年 5月   夕 1～ 117,119,121～ 128,130～

146,148,150,154～ 169,171
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2 6 0へV2 7 6 , 2 7 b   2 8 7 , 28 9 , 2 9 0
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回藤海i十1資料在ly4世覧 1政訂版 1      昭 和 45年 3月

海洋資料セン'一 々内          昭 和 45年 3月

Existing()cttn()てrar′hiC          昭 和145年 9月

Statitt Data in tixl Sotlth

China S似

- 2 7 -


